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インターネットで
議会中継

▲社会科の授業風景
　天童二中では「仲間とともに想いを広げる
生徒の育成」をテーマに授業づくりに取り
組んでいます。心許せる仲間と安心して生
活できる学級で、堂々と手を挙げ発言しあ
う学校を築いていきます。
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市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、３月４日、５日の２
日間の日程で、10人の議員が行いました。
　施政方針をはじめ、商店街の活性化、教育問題
等について、市長や教育長等の見解を求めました。

※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

松
田
光
也
議
員

＊
本
市
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て

＊
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

＊
木
の
ぬ
く
も
り
を
取
り
入
れ

た
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

　狩
野
佳
和
議
員

＊
施
政
方
針
に
つ
い
て

＊
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
支
援

に
つ
い
て

赤
塚
幸
一
郎
議
員

＊
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
農
産

物
の
返
礼
品
の
取
扱
い
に
つ

い
て

＊
天
童
市
民
病
院
の
経
営
状
況

に
つ
い
て

　石
垣
昭
一
議
員

＊
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
つ
い
て

武
田
正
二
議
員

＊
国
の
「
地
方
創
生
」
に
対
す

る
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

＊
除
雪
・
排
雪
対
策
に
つ
い
て

＊
天
童
市
民
病
院
に
つ
い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

＊
農
業
者
へ
の
支
援
対
策
に
つ

い
て

＊
除
雪
に
つ
い
て

鈴
木
照
一
議
員

＊
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
つ

い
て

＊
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
に
つ
い
て

伊
藤
護
國
議
員

＊
施
政
方
針
に
つ
い
て

茂
木
孝
雄
議
員

＊
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ
い

て
＊
天
童
市
民
病
院
に
つ
い
て

３ 月 定 例 会
　平成26年度第８回市議会定例会（３月定
例会）は、２月27日から３月20日までの22
日間の会期で開かれました。
　市長提出の人事議案など５件について
は、初日の本会議で採決が行われました。
そのほか、予算議案20件、条例議案等21件
及び請願２件については、予算特別委員会
及び所管常任委員会に付託され、３月３日
及び20日の本会議で採決が行われました。
　また、３月３日の本会議に補正予算１件
と、最終日の本会議に補正予算など３件及
び委員会提出議案２件が提出され、採決が
行われました。
（採決結果は11ページ、15ページに掲載し
てあります。）

月　日 内　　　容

2.27(金) 本会議�（会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

3.2(月) 予算特別委員会�（付託案件の審査、 討論、
表決）

3.3(火) 本会議�（予算特別委員長審査報告、質疑、
討論、表決）

3.4(水)
3.5(木) 本会議（市政に関する一般質問）

3.6(金) 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
3.9(月) 環境福祉常任委員会（付託案件の審査）
3.10(火) 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
3.11(水)
～3.13(金)
3.17(火)

予算特別委員会（付託案件の審査）

3.18(水) 予算特別委員会（討論、表決）
3.20(金) 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決）

審　議　日　程

★
政
和
会

★
清
新
会

★
市
民
ク
ラ
ブ

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

★
無
会
派
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専
門
店
の
持

っ
て
い
る
豊
富

な
知
識
や
技
術

の
ア
ド
バ
イ
ス

を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
「
ま
ち
な

か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
効
果
は
、
お

客
様
・
お
店
・
ま
ち
に
も
か
か
わ

り
の
あ
る
大
切
な
事
業
で
あ
る
。

今
後
、
参
加
店
を
増
や
す
た
め
に
、

市
が
積
極
的
に
活
動
の
支
援
を
す

べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
は
、
各
商
店
が
専
門
的
な

知
識
を
活
用
し
開
講
す
る
ミ
ニ
講

座
で
あ
り
、
各
商
店
が
お
客
様
と

の
交
流
を
通
し
て
顧
客
を
増
や
す

取
り
組
み
で
あ
る
。
昨
年
11
月
の

第
５
回
開
催
で
は
、
参
加
店
も
31

店
、
受
講
者
も
２
９
５
人
と
増
加

し
て
お
り
、
成
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
考

え
る
。

市
と
し

て
６
月

１
日
と

11
月
１

日
の
市

報
に
、

「
ま
ち

ゼ
ミ
」

を
掲
載

　
モ
ン
テ
デ
ィ

オ
山
形
に
も
っ

と
支
援
を
す
べ

き
で
あ
る
。
先

ず
は
観
客
動
員
数
を
増
や
す
た
め

に
、
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
が

必
要
で
あ
る
。
天
童
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
を
提
供
す
べ

き
で
は
。

　
市
内
全
域
が
一
体
と
な
り
応
援

す
る
た
め
、
全
世
帯
に
の
ぼ
り
旗

を
無
料
で
配
布
す
べ
き
で
は
。

　
今
ま
で
以
上
に
県
外
か
ら
多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
れ
る
。
お
も

て
な
し
で
歓
迎
を
す
る
た
め
に

「
よ
う
こ
そ
天
童
へ
」
等
の
看
板

を
各
幹
線
道
路
に
設
置
す
べ
き
で

は
。

山
本
市
長　
サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ

ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
場
合
は
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
専
用
練
習
場
、
大

型
駐
車
場
を
有
す
る
県
総
合
運
動

公
園
の
敷
地
内
、
ま
た
は
隣
接
地

が
最
適
地
で
あ
る
。

　
の
ぼ
り
旗
の
無
料
配
布
は
、
現

在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
よ
り
効

し
、
市
民
へ
の
広
報
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
、
天
童
商
工
会
議
所
、

関
係
団
体
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

積
極
的
に
支
援
す
る
。

　
政
府
は
、
地
方
へ
の
好
循
環
拡

大
に
向
け
た
経
済
対
策
を
閣
議
決

定
し
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
型
の
補
正
予
算
を
示
し
た
。
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
決
め

た
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、
本
市

で
も
低
所
得
者
や
多
子
世
帯
の
優

遇
措
置
を
考
え
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
事
業
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
国
で
は
経
済
対
策
と

し
て
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
の
た
め
の
交
付
金
を
創
設
し
、

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
方
公

共
団
体
が
交
付
金
を
活
用
し
て
発

行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

を
示
し
て
い
る
。
市
に
お
い
て
も

交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
消
費
の

喚
起
と
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
低

所
得
者
や
多
子
世
帯
の
支
援
に
つ

い
て
も
事
業
内
容
を
検
討
し
て
い

る
。

果
的
な
設
置
に
努
め
て
い
く
。

　
歓
迎
看
板
に
つ
い
て
は
、
本
市

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
う
え

で
重
要
で
あ
る
。
歓
迎
看
板
は
意

見
と
し
て
伺
う
。

　
平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
20
年
度
の
１
７
８
億
円
か
ら

65
億
円
増
加
し
、
過
去
最
大
の
約

２
４
３
億
円
だ
。
こ
の
間
に
市
債

残
高
も
約
50
億
円
増
加
し
た
。
今

後
の
財
源
確
保
は
大
丈
夫
な
の
か
。

　
地
方
創
生
と
は
何
か
、
今
現
在

の
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

山
本
市
長　
平
成
27
年
度
末
の
実

質
公
債
費
比
率
は
５
・
８
㌫
、
将

来
負
担
比
率
は
６１
・
２
㌫
を
見
込

み
、
健
全
な
財
政
運
営
の
状
態
で

あ
る
。
近
い
将
来
は
投
資
的
経
費

等
を
縮
小
し
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
す
る
。

　
地
方
創
生
で
は
、
「
市
町
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
を
求
め
て
お
り
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
事
業
や
総
合

戦
略
を
策
定
す
る
事
業
等
に
交
付

さ
れ
る
。
現
在
、
知
恵
や
ア
イ
デ

ア
を
取
り
ま
と
め
、
国
に
申
請
す

る
準
備
段
階
で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

取
組
む
考
え
は

今
後
の
財
源
確
保
と

地
方
創
生
を
問
う

まちゼミ

モンテディオ
山　　　形

本市商店街の活性化を

本市独自のさらなる支援を

松　田　光　也　議員

狩　野　佳　和　議員
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ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
当
市

へ
の
寄
付
額
が

５
億
円
を
突
破

し
て
全
国
第
７
位
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
返
礼
品
と
し
て
特
に
農
産
物

が
好
評
で
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
例
で

見
る
と
昨
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
の
予

約
で
１
万
箱
を
超
え
て
い
る
。

　
質
問
と
し
て
、
そ
の
発
注
及
び

購
入
方
法
が
現
時
点
で
は
予
め
価

格
を
設
定
し
て
指
定
業
者
に
発
注

す
る
方
法
と
な
っ
て
い
る
が
、
寄

付
金
と
は
い
え
公
金
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
原
則
条
件
付
き
公
募
入
札

方
式
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長

の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
当
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
主
な
趣
旨
は
、
認
知
度
向
上

と
地
場
産
業
の
振
興
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
基
準
、
特
に
果
物

に
つ
い
て
は
同
一
品
質
が
必
要
な

　
子
ど
も
の
医

療
費
は
、
都
道

府
県
の
制
度
に

市
町
村
が
上
乗

せ
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

す
で
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
子
育
て
支
援
日
本
一
を
掲

げ
る
天
童
市
に
あ
っ
て
、
医
療
費

無
料
化
の
対
象
を
高
校
３
年
生
ま

で
拡
大
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

山
本
市
長　
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
に
つ
い
て
、
２
つ
の
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
高
校
教
育
は
義
務
教
育
と
違
い
、

全
員
が
高
校
に
進
学
す
る
と
限
ら

ず
、
公
平
性
の
面
で
課
題
が
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
今
後
は

高
齢
者
へ
の
支
援
も
必
要
と
な
る
。

特
に
、
団
塊
の
世
代
を
踏
ま
え
た

高
齢
者
対
策
や
増
大
す
る
介
護
費

用
へ
の
対
応
、
そ
し
て
、
認
知
症

対
策
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

施
策
に
は
、
相
当
の
財
源
が
必
要

に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

こ
と
か
ら
、
共
選
と
い
っ
た
格
付

け
を
重
視
し
て
発
注
方
法
を
決
め

て
い
る
。
た
だ
議
員
が
言
う
よ
う

な
こ
と
も
含
め
て
、
再
度
や
り
方

に
つ
い
て
充
分
に
検
討
し
て
い
く

必
要
は
あ
る
と
考
え
る
。

　
新
病
院
へ
の
改
築
計
画
時
の
目

的
と
さ
れ
た
「
市
民
の
健
康
を
守

る
砦
を
つ
く
る
」
と
の
理
念
に
つ

い
て
未
達
成
と
考
え
る
が
、
事
業

管
理
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
経
営
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

松
本
病
院
事
業
管
理
者　
新
病
院

オ
ー
プ
ン
以
来
、
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
健
康
・
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
国
の
示

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
改

革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
経
費
削

減
や
収
入
確
保
策
な
ど
に
全
力
を

傾
注
し
て
き
た
が
目
標
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
特
に
収
益

確
保
の
観
点
か
ら
安
定
的
に
患
者

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
。

　
も
と
も
と
経
済
的
に
厳
し
い
母

子
世
帯
の
中
で
も
、
さ
ら
に
非
婚

母
子
世
帯
は
低
い
経
済
状
態
に
あ

る
。
結
婚
歴
の
あ
る
ひ
と
り
親
は

所
得
税
法
の
寡
婦
控
除
が
あ
る
が
、

結
婚
歴
の
な
い
非
婚
の
場
合
は
寡

婦
控
除
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
。

　
本
市
の
実
態
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
保
育
料
の
寡
婦
控
除
み

な
し
適
用
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

山
本
市
長　
未
婚
の
ひ
と
り
親
は

45
名
で
、
そ
の
う
ち
未
就
学
児
の

い
る
方
は
11
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

結
婚
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
は
、

地
方
税
法
の
寡
婦
控
除
が
適
用
さ

れ
な
い
た
め
、
保
育
料
が
高
く
な

る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
結
婚
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
世

帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
本
市
と

し
て
も
、
保
育
料
の
算
定
を
行
う

上
で
、
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

天
童
市
民
病
院
の

経
営
状
況
の
認
識
は

非
婚
の
ひ
と
り
親
世
帯

の
支
援
策
を

ふるさと
納　　税

医療費
無料化

農産物返礼品は原則
条件付き公募入札にすべき

高校3年生まで無料化拡大を

赤　塚　幸一郎　議員

石　垣　昭　一　議員
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医
療
介
護
総

合
法
に
よ
り
介

護
保
険
が
改
正

さ
れ
、
第
６
期

天
童
市
介
護
保
険
事
業
計
画
が
示

さ
れ
た
が
、
介
護
報
酬
改
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
現
場

で
働
く
職
員
等
へ
の
影
響
と
利
用

者
へ
の
影
響
は
。

　
要
支
援
者
の
総
合
事
業
へ
の
移

行
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

山
本
市
長　
国
で
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
介
護
報
酬
を
５・
７

㌫
減
額
す
る
方
向
だ
が
、
３
月
末

決
定
と
不
透
明
な
部
分
も
多
い
。

各
施
設
と
も
影
響
を
は
か
り
か
ね

て
い
る
状
況
で
、
運
営
悪
化
や
人

　
急
速
な
少
子

高
齢
化
の
進
展

に
的
確
に
対
応

し
、
人
口
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

東
京
圏
へ
過
度
の
人
口
集
中
是
正

等
の
目
的
で
、
地
方
創
生
関
連
２

法
案
が
成
立
し
た
。　

　
そ
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
が
施
行
さ
れ
た
。
国
の

地
方
創
生
に
対
す
る
市
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
市
は
、
国
が
求
め
て

い
る
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
度
中
に
策
定
す
る
計
画

で
あ
る
。
総
合
戦
略
の
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
若
年
層
の
生
活

安
定
を
図
る
た
め
、
雇
用
の
場
の

確
保
や
優
良
な
宅
地
の
供
給
、
子

育
て
支
援
等
の
施
策
を
総
合
的
に

展
開
し
、
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希

望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ
る
豊
か
な

生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
す
。

　
総
務
省
は
平
成
19
年
度
に
各
自

治
体
に
対
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示

し
、
公
立
病
院
経
営
指
標
に
関
す

る
数
値
目
標
を
設
定
し
た
改
革
プ

材
流
出
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
実
施
す

る
予
定
で
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
出
た
ら
再
度
、
事
業
者
へ
説
明

す
る
。

　
制
度
改
正
に
よ
る
他
自
治
体
と

の
サ
ー
ビ
ス
格
差
や
利
用
者
の
混

乱
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
に
な

ら
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
準
備
や
周
知
を
行
っ
て

い
く
。

　
介
護
・
医
療
・
予
防
・
生
活
支

援
・
住
ま
い
を
一
体
的
に
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
地

域
の
多
様
な
組
織
を
活
用
し
て
行

う
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
複
数
化
や
地
域
ケ
ア
会
議

の
開
催
、
認
知
症
施
策
や
在
宅
医

療
と
介
護
と
の
連
携
、
介
護
予
防

な
ど
の
事
業
を
進
め
る
。

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
活
用
し
な
が
ら
、
市
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
モ

デ
ル
地
域
を
定
め
、
地
域
で
の
体

制
づ
く
り
等
の
準
備
を
進
め
た
い
。

ラ
ン
を
策
定
す
る
よ
う
促
し
た
。

　
天
童
市
民
病
院
に
お
い
て
も
、

平
成
21
年
度
か
ら
改
革
プ
ラ
ン
を

策
定
し
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
５

年
間
の
結
果
は
、
目
標
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
病
院
事

業
管
理
者
と
し
て
ど
う
受
け
と
め

て
い
る
か
伺
い
た
い
。

松
本
病
院
事
業
管
理
者　
公
立
病

院
の
経
営
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
結
果
と
し
て

目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

は
、
強
く
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
新
病
院
オ
ー

プ
ン
時
の
平
成
20
年
度
と
平
成
25

年
度
を
比
較
す
る
と
、
医
業
収
益

は
増
加
し
、
医
業
費
用
は
減
少
し

て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア

体
制
づ
く
り
の
進
め
方
は

天
童
市
民
病
院
の

改
革
プ
ラ
ン
は
未
達
成

介護保険

総合戦略

介護保険法改正にどう対応するか

「地方創生」に対する市の取組みは

▲リハビリ中の要支援者

伊　藤　和　子　議員

武　田　正　二　議員
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天
童
と
言
っ

た
ら
、
全
国
の

６
割
の
人
が
将

棋
を
認
知
し
て

お
り
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
天
童
の
知
名
度
を
高
め
、

魅
力
を
効
果
的
、
戦
略
的
に
発
信

す
る
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
有
効

で
あ
る
。
将
棋
の
知
名
度
を
活
か

し
、
将
棋
駒
を
使
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
っ
て
、
天
童
を
も
っ
と

も
っ
と
発
信
す
べ
き
で
は
。

山
本
市
長　
天
童
の
将
棋
駒
と
い

う
の
は
、
全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

将
棋
駒
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
着
ぐ

る
み
は
、
年
間
を
通
し
て
効
果
的

な
情
報
発
信
が
期
待
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
現
在
天
童
市
観

光
物
産
協
会
の
「
こ
ま
八
」
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
変
更
す
る
か
、

あ
る
い
は
少
し
デ
ザ
イ
ン
を
変
え

る
か
ど
う
か
含
め
て
支
援
し
て
い

き
た
い
。

　
加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
は
年
々

減
少
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

後
継
者
不
足
や
暖
房
設
備
の
投
資

リ
ス
ク
が
高
く
、
燃
料
費
の
高
騰

　
人
口
減
少
問

題
の
解
決
を
含

め
た
地
方
創
生

の
た
め
の
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
組
織
・
規
模
で

ど
の
よ
う
な
策
定
戦
略
を
考
え
て

い
る
の
か
。

山
本
市
長　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

市
長
を
代
表
と
す
る
総
合
戦
略
会

議
を
設
置
し
、
長
期
的
か
つ
総
合

的
な
観
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

政
策
の
目
標
や
施
策
の
指
針
と
な

る
総
合
戦
略
を
市
の
総
力
を
集
結

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ

る
。
総
合
戦
略
会
議
の
組
織
に
は
、

部
長
級
の
職
員
で
構
成
す
る
常
任

幹
事
会
や
課
長
級
の
職
員
で
構
成

す
る
幹
事
会
の
ほ
か
、
企
画
調
査

委
員
会
を
置
く
考
え
で
あ
る
。

　
特
に
企
画
調
査
委
員
会
の
委
員

に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
か
ら
の

推
薦
者
を
想
定
し
て
お
り
、
市
民

各
層
の
幅
広
い
声
を
今
後
の
施
策

に
反
映
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
若
い
人
や
知
名
度
の
高

い
人
、
専
門
分
野
の
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
こ
の
会
議
の
メ

ン
バ
ー
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
。

な
ど
で
、
苦
労
し
て
い
る
割
合
に

利
益
を
生
ま
な
い
こ
と
が
あ
る
。

技
術
指
導
や
後
継
者
育
成
、
補
助

や
支
援
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
人
気
を

博
し
て
い
る
が
、
支
援
と
い
う
意

味
で
は
、
返
礼
品
に
加
温
ハ
ウ
ス

栽
培
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
入
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
市
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
加

温
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家
へ
の
支
援
策

と
し
て
は
、
利
子
補
給
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
と
も
県
や
農
協

等
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
加
温
ハ
ウ
ス
栽

培
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
特
産
品
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い

と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
受
付
を
始

め
た
。

　
地
方
創
生
の
柱
と
な
る
地
域
経

済
の
活
性
化
と
定
住
人
口
の
増
加

を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
図
る
の

か
。

山
本
市
長　
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
。

　
本
市
に
は
、
伝
統
的
工
芸
品
で

あ
る
将
棋
駒
や
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
農
産
物
の
ほ

か
、
工
業
製
品
、
日
本
酒
な
ど
、

県
内
外
に
誇
れ
る
特
産
品
が
多
数

あ
る
。

　
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
農
林
業
、
工
業
、

商
業
、
観
光
の
振
興
を
図
り
な
が

ら
、
天
童
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の

整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

雇
用
の
場
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

り
、
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し

て
い
く
。

　
ま
た
、
産
学
官
の
連
携
を
一
層

深
め
な
が
ら
、
地
場
産
業
の
育
成

と
同
時
に
、新
た
な
事
業
の
企
画・

開
発
の
支
援
や
、
新
た
な
雇
用
の

場
を
創
出
し
、
雇
用
と
生
活
の
安

定
化
を
図
っ
て
い
く
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
農
家

へ
の
支
援
強
化
を

地
方
創
生
の
柱
は

ゆるキャラ

総合戦略

将棋駒のキャラクターを作りPRを

地方版総合戦略の策定の考えは

▲天童市観光物産協会のキャラクター「こま八」

水　戸　芳　美　議員

伊　藤　護　國　議員
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ふ
る
さ
と
納

税
事
業
の
関
係

者
の
尽
力
は
素

晴
ら
し
い
。
し

か
し
、
返
礼
用
特
産
品
の
発
注
に

際
し
て
は
価
格
交
渉
も
さ
れ
ず
、

特
定
業
者
に
集
中
し
て
い
る
。
寄

附
金
が
一
部
業
者
に
滞
留
し
、
恩

恵
が
生
産
者
・
販
売
者
に
幅
広
く
行

き
渡
ら
な
い
の
は
問
題
だ
。
こ
の

発
注
は
原
則
禁
止
の「
随
意
契
約
」

に
当
た
る
が
問
題
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
約
２
割
（
１
億
円
）
の

市
の
実
質
収
入
は
、
既
定
の
予
算

に
充
当
す
る
だ
け
で
は
制
度
の
趣

旨
に
も
寄
附
者
の
期
待
に
も
沿
わ

な
い
。「
米
百
俵
」の
逸
話
も
あ
る
。

人
材
育
成
の
奨
学
金
制
度
等
の
中

長
期
的
に
天
童
市
の
「
ひ
と
・
ま

ち
・
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出
に
寄
与

す
る
斬
新
な
施
策
を
期
待
す
る
が

い
か
が
か
。

天
童
市
長　
平
成
２６
年
度
は
想
定

外
の
申
し
込
み
件
数
が
舞
い
込
ん

だ
た
め
に
課
題
も
あ
る
。
天
童
市

民
み
ん
な
が
公
平
に
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
き

た
い
が
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
等
の
最
盛
期

の
入
札
行
為
は
現
実
的
に
難
し
い
。

柏
谷
総
務
部
長　
「
随
意
契
約
」

に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
か
ら
の
寄

　
児
童
数
増
が

見
込
ま
れ
る
小

学
校
区
に
お
け

る
学
童
保
育
所

の
整
備
方
針
は
。

　
認
可
保
育
所
の
整
備
方
針
と
天

童
市
認
証
保
育
所
制
度
の
拡
充
は
。

山
本
市
長　
南
部
小
学
校
区
は
、

児
童
数
の
推
移
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
す
る
。
天
童
中
央
第
二
学
童

保
育
所
も
児
童
数
の
推
移
を
見
な

が
ら
、
現
在
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
の
利
用
を
解
消
し
た
い
。

　
国
の
方
針
に
沿
い
、
認
可
保
育

所
を
中
心
と
し
た
保
育
環
境
の
充

実
を
目
指
し
つ
つ
、
天
童
市
認
証

保
育
所
制
度
は
今
後
も
継
続
す
る
。

　
い
じ
め
防
止
に
向
け
た
諸
施
策

の
効
果
的
な
運
用
は
。

　
小
学
校
の
空
調
設
備
の
整
備
方

針
と
、
天
童
中
部
小
の
４
階
南
側

教
室
の
高
温
対
策
は
。

　
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
た
め
の
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」や「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
」

の
取
り
組
み
は
。

水
戸
部
教
育
長　
児
童
生
徒
へ
の

道
徳
教
育
や
心
の
教
育
、
教
職
員

附
１
件
ご
と
に
発
注
し
て
い
る
の

で
、
地
方
自
治
法
上
の
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
２７
年
度
予
算
案
で
は
、
期

末
手
元
資
金
残
高
は
わ
ず
か
２
６

０
０
万
円
に
陥
る
。
計
画
で
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
こ
れ
か
ら
も
毎
年

４
～
５
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
し
、
か
つ
、
残
高
２８
億
円

を
超
え
る
市
債
を
市
が
返
済
す
る

こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
市
民
か

ら
私
に
も
、
子
ど
も
の
急
患
に
対

す
る
病
院
と
医
師
の
対
応
に
苦
情

も
あ
っ
た
。
こ
れ
程
の
負
担
を
し

て
も
持
続
可
能
で
価
値
あ
る
病
院

な
の
か
。
市
長
は
、
病
院
の
存
廃

を
含
め
た
今
後
の
経
営
体
制
の
在

り
方
を
市
民
に
説
明
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

松
本
病
院
事
業
管
理
者　
天
童
市

民
病
院
の
規
模
や
人
的
体
制
か
ら

み
れ
ば
、
比
較
的
低
い
住
民
負
担

で
市
民
の
健
康
維
持
等
に
貢
献
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

山
本
市
長　
今
後
に
つ
い
て
は
、

国
及
び
県
の
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン

の
動
向
を
注
視
し
、
当
面
は
中
期

経
営
計
画
の
達
成
に
努
力
す
る
。

の
洞
察
力
を
高
め
る
研
修
会
の
実

施
、
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
相
談
員

に
よ
る
相
談
活
動
等
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
、
適
切
な
対
応
を
よ
り
効

果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
互
い
に
連

携
し
、
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

　
設
備
の
老
朽
化
の
緊
急
性
、
切

迫
性
、
個
別
事
情
等
を
勘
案
し
整

備
す
る
。
天
童
中
部
小
を
含
め
複

数
校
で
、
猛
暑
に
よ
り
40
度
近
く

に
な
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
習
す
る

の
に
望
ま
し
い
環
境
を
整
え
た
い
。

　
児
童
生
徒
や
保
護
者
に
規
則
正

し
い
生
活
の
大
切
さ
を
伝
え
、
家

庭
と
連
携

を
図
り
な

が
ら
、
自

ら
の
生
活

を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で

き
る
力
を

つ
け
て
い

け
る
よ
う
、

指
導
、
支

援
に
取
り

組
む
。

き
め
細
や
か
な
教
育
を

天
童
市
民
病
院
の
現
状

と
今
後
の
在
り
方

ふるさと
納　　税

子 育 て

事業の運営と寄附の活用を

子育て支援の拡充を
鈴　木　照　一　議員

茂　木　孝　雄　議員
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本
市
の
平
成
27
年
度
予
算
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
持
続
可

能
な
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画
後
期
計
画

の
未
来
創
造
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
地
域
の
防
災
力
向
上
や
産
業
の
振
興
等
に
よ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
平
成
26
年
度
以
上

の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
・
審
査
さ

れ
た
あ
と
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
審

査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員　
村
山
広
域
婚
活
事
業
負
担

金
20
万
円
、
や
ま
が
た
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
負
担
金
12
万
２

０
０
０
円
の
内
容
は
。

市
長
公
室
長　
独
身
者
の
交
流
促

進
や
結
婚
支
援
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
県
及
び
市
町
村
、
関
係

団
体
等
が
連
携
し
て
、
独
身
男
女

を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

や
出
会
い
の
場
の
創
出
な
ど
の
事

業
を
実
施
す
る
も
の
。

委
員　
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
指
導

員
・
支
援
員
及
び
相
談
員
の
仕
事

の
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長　
各
中
学
校
に
、

臨
床
心
理
士
や
教
員
経
験
者
等
の

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
相
談
員
を
配

置
し
、
児
童
・
生
徒
子
ど
も
や
保

護
者
の
不
安
や
悩
み
を
聞
く
体
制

を
つ
く
る
。

　
ま
た
、
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル
指

導
員
は
２
人
体
制
と
し
、
発
達
の

心
理
的
検
査
を
行
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
支
援
に
な
る
よ
う
に
し
、
そ
の

分
析
結
果
を
適
切
な
指
導
や
支
援

に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
各
学
校
に

出
向
き
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
う
。

　
さ
ら
に
、
す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

支
援
員
は
、
配
置
さ
れ
た
学
校
等

で
、
教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
に

特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒

を
対
象
に
学
習
活
動
な
ど
の
援
助

を
行
う
。

委
員　
事
業
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
幼
児
及
び
学
齢

期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
と
そ
の
子

ど
も
を
対
象
と
し
て
、
各
公
民
館

で
子
育
て
サ
ロ
ン
等
を
開
催
し
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
親
同
士

の
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
も
の
。

委
員　
資
源
物
回
収
拠
点
場
所
が

増
設
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

生
活
環
境
課
長　
現
行
の
３
会
場

（
北
久
野
本
公
民
館
・
市
役
所
・

市
立
長
岡
公
民
館
）
に
加
え
、
６

月
か
ら
天
童
市
民
病
院
南
側
駐
車

場
に
１
か
所
増
設
す
る
。
ま
た
、

８
月
か
ら
使
用
済
小
型
家
電
（
約

60
品
目
）
を
天
童
市
民
病
院
南
側

駐
車
場
で
試
験
的
に
回
収
す
る
予

定
。

委
員　
カ
ラ
ス
の
糞
害
対
策
の
30

万
７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

生
活
環
境
課
長　
通
学
路
、
商
店

街
な
ど
大
勢
の
人
が
通
る
歩
道
等

の
カ
ラ
ス
の
糞
を
洗
浄
す
る
た
め
、

町
内
会
等
に
タ
ン
ク
一
体
型
動
力

噴
霧
機
と
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
を
貸
出

し
す
る
も
の
。
併
せ
て
、
カ
ラ
ス

を
追
払
う
防
鳥
器
具
等
の
貸
出
し

も
す
る
。
９
月
か
ら
１
週
間
単
位

で
貸
出
し
を
開
始
す
る
。

委
員　
大
相
撲
天
童
場
所
に
４
０

０
万
円
の
補
助
金
を
出
す
が
、
ど

こ
が
主
催
す
る
の
か
、
日
程
等
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
長　
（
仮
称
）

大
相
撲
天
童
場
所
実
行
委
員
会

（
商
工
会
議
所
会
頭
が
実
行
委
員

長
）
で
、
８
月
15
日
に
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

　
事
業
費
３
０
０
０
万
円
の
予
算

で
、
２
４
０
０
名
の
観
客
を
見
込

ん
で
い
る
。
補
助
金
は
広
報
宣
伝

費
や
臨
時
雇
用
の
人
件
費
な
ど
。

婚
活
推
進
事
業

す
こ
や
か
ス
ク
ー
ル

指
導
員
等

家
庭
教
育
支
援

推
進
事
業

カ
ラ
ス
糞
害
対
策
に

機
材
貸
し
出
し

大
相
撲
天
童
場
所
開
催

資
源
拠
点
回
収
で

使
用
済
小
型
家
電
も
回
収

平成27年度
一般会計予算
前年度比５.０％増
２４３億２０００万円
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傾
斜
地
に
建
て
ら
れ
て
い
た
住
宅

を
、
今
回
移
転
新
築
を
す
る
た
め

の
補
助
金
で
あ
る
。
市
内
全
体
で

は
57
戸
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

毎
年
５
月
に
担
当
者
が
巡
回
し
て

点
検
を
し
て
い
る
。

委
員　
天
童
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

造
成
事
業
費
３
億
２
９
０
５
万
１

０
０
０
円
の
内
容
は
。

産
業
立
地
室
長　
２
期
工
事
と
し

て
造
成
面
積
約
５
・
９
㌶
を
整
備

し
、
平
成
２８
年
度
に
分
譲
を
開
始

す
る
も
の
。

委
員　
将
棋
駒
実
演
委
託
料
約
５６

万
円
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
内
に
て
書
き
駒
の
実
演
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
最
初
は
将
棋
資

料
館
で
実
演
し
、
パ
ル
テ
２
階
の

物
産
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
将
棋

駒
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

委
員　
土
砂
災
害
等
危
険
住
宅
移

転
事
業
費
補
助
金
４
９
５
万
２
０

０
０
円
の
内
容
は
。

建
設
課
長　
田
麦
野
地
内
に
あ
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
の
急

委
員　
障
が
い
者
共
同
生
活
援
助

施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
整
備

事
業
に
係
る
市
補
助
金
１
０
０
０

万
円
の
内
容
は
。

社
会
福
祉
課
長　
障
が
い
者
の
地

域
生
活
移
行
へ
の
受
け
皿
と
な
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
を
計
画

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
天
童
ま

い
づ
る
会
に
整
備
費
を
補
助
す
る

も
の
。
定
員
７
名
、
短
期
入
所
１

名
で
、
建
物
の
場
所
は
、
ひ
ま
わ

り
園
の
向
か
い
。

委
員　
こ
の
補
助
事
業
費
１
億
５

８
０
万
円
の
内
容
は
。

保
険
給
付
課
長　
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
29
床
、
認
知

症
対
応
型
適
所
介
護
施
設
（
と
も

に
山
口
地
区
）
及
び
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
施
設
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・
寺
津
地
区
）
９
床
の

整
備
事
業
者
に
対
し
補
助
金
を
交

付
す
る
。

地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
事
業

将
棋
駒
実
演
委
託
料

土
砂
災
害
等
危
険
住
宅

移
転
に
補
助
金
を
交
付

天
童
イ
ン
タ
ー

産
業
団
地

地域医療介護総合事業	 1億580万円【新規】
子育て未来館管理運営事業	 9524万3000円【新規】
届出保育施設等すこやか保育支援事業
	 １億2436万2000円【継続】
放課後児童クラブ整備事業	 4278万3000円【継続】
全国将棋サミットの開催	 51万8000円【新規】
天童インター産業団地環境整備事業
	 2042万9000円【新規】
天童高原整備開発事業	 8150万円【継続】
天童インター産業団地整備事業	 3億3437万円【継続】
カラス糞害対策事業	 30万7000円【新規】
土砂災害等危険住宅移転事業	 495万2000円【新規】
道路新設改良事業	 8億1099万5000円【継続】
芳賀地区整備事業	 4億2009万7000円【継続】
学校給食センター施設改修事業	2046万5000円【新規】
すこやかスクール相談員の配置	 769万円【新規】
小学校空調設備改修事業	 2億1932万6000円【継続】
市立公民館改築事業	 7億7143万6000円【継続】
国勢調査事業	 1865万7000円【新規】
ふるさと納税推進事業	 3億1775万5000円【継続】

会　　計　　名 今年度当初
予算（千円）

前年度当初
予算（千円）

伸び率
（％）

一　般　会　計 24,320,000 23,160,000 5.0 
特　別　会　計 13,610,805 13,676,832 △ 0.5
国 民 健 康 保 険 7,427,722 7,018,421 5.8
用 地 買 収 3,529 3,023 16.7
財 産 区 1,046 16,760 △ 93.8
介 護 保 険 5,064,441 4,718,055 7.3
市 民 墓 地 3,677 3,441 6.9
後期高齢者医療 607,299 618,090 △ 1.7
工業団地整備事業 503,091 1,099,206 △ 54.2
鍬ノ町土地区画整理事業 199,836 皆減
企　業　会　計 7,340,053 7,966,712 △ 7.9
水 道 事 業 2,125,421 2,446,321 △ 13.1
天童市民病院事業 1,781,012 2,041,504 △ 12.8
公共下水道事業 3,433,620 3,478,887 △ 1.3
総 　 合 　 計 45,270,858 44,803,544 1.0 

平成27年度予算のあらまし

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
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指
定
管
理
委
託
料
３
４
０
万
９
０

０
０
円
増
の
理
由
は
。

生
活
環
境
課
長　
昨
年
４
月
か
ら

の
消
費
税
率
の
変
更
に
伴
い
、
ゆ

ぴ
あ
の
入
浴
料
の
消
費
税
増
税
分

を
市
が
負
担
す
る
も
の
。

議
員　
購
入
を
予
約
販
売
に
す
る

理
由
は
。

経
済
部
長　
今
回
発
行
す
る
商
品

券
は
２
万
５
０
０
０
セ
ッ
ト
で
、

１
人
当
た
り
５
セ
ッ
ト
ま
で
と
考

え
て
い
る
。
多
く
の
方
に
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
予
約
の
申
込
み
を

受
け
、
引
換
券
を
送
付
し
て
の
販

売
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員　
返
礼
用
の
特
産
品
に
つ
い

て
の
ク
レ
ー
ム
は
あ
る
の
か
。
ま

た
そ
の
対
応
は
。

市
長
公
室
長　
ク
レ
ー
ム
は
全
体

で
82
件
あ
っ
た
。
内
容
は
果
物
の

腐
れ
や
押
し
傷
な
ど
で
あ
る
。

　
対
応
と
し
て
は
、
担
当
業
者
が

お
詫
び
の
連
絡
を
す
る
と
と
も
に
、

速
や
か
に
再
度
品
物
を
お
送
り
し

て
い
る
。

委
員　
市
立
公
民
館
施
設
整
備
工

事
費
３
億
８
０
５
７
万
１
０
０
０

円
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
市
立
高
擶
公
民

館
の
改
築
に
伴
う
工
事
費
で
、
内

訳
は
、
建
築
主
体
工
事
費
、
電
気

設
備
工
事
費
、
機
械
設
備
工
事
費

で
あ
る
。
国
の
森
林
再
生
等
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
で
、
補
助
率

は
建
物
主
体
工
事
費
の
２
分
の
１

以
内
で
あ
る
。

委
員　
市
民
保
養
施
設
ゆ
ぴ
あ
の

ふ
る
さ
と
納
税

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

高
擶
公
民
館
施
設
整
備

市
民
保
養
施
設
ゆ
ぴ
あ
の

指
定
管
理
料
増
の
要
因
は

平成26年度
一般会計補正予算

２億７９１４万５０００円を
増額補正

　２月27日の本会議に一般会計4890万7000円を含む計
９会計の補正予算が上程され、予算特別委員会に付託
され審査された後、本会議において原案のとおり可決
されました。また、３月３日の本会議に一般会計５０００
万円を追加する補正予算が上程され、原案のとおり可
決されました。
　さらに、３月20日の本会議には、一般会計１億８０２３
万８０００円（使い道の内訳は下表のとおり）をはじめ、
工業団地整備事業特別会計を追加する補正予算が上程
され、原案のとおり可決されました。

事　業　名 事業費（千円） 内　　　　　容

低所得者世帯商品券交付事業
多子世帯応援券交付事業 18,341

市民税（均等割）が課税されていない対象世帯及び東日本大震災避難者世帯、18
歳未満の子どもが３人以上いる世帯に、市内の飲食店、小売店で使用できる商品
券（１世帯5,000円）を配布。

プレミアム商品券発行事業 77,029
プレミアム商品券（プレミアム率25%)の販売。
小型店舗専用の商品券（6,500円分）と小型店舗・大型店舗共通の商品券(6,000
円分）のセット販売。

てんどう満喫ツアー事業
てんどう満喫情報発信事業 49,208 首都圏を中心に県外からの観光客の誘客を図るため、高速バスや航空機利用の観光

客への支援を行うとともに、大手旅行会社等へＰＲ活動を行い観光情報を発信する。

総合戦略策定事業 8,352
まち・ひと・しごと創生法の規定に基づき、人口の現状と将来展望を提示する「地
方人口ビジョン」と今後５か年の目標や施策の基本的方向及び具体的施策をまと
めた「市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定するもの。

ハッピーティース事業
（フッ素塗布事業） 1,512 幼児期のむし歯予防の推進を図るため、対象者に歯科医療機関でフッ素塗布を受

けるための補助券を交付する。

特定不妊治療費助成事業 5,000 不妊治療に要する費用の助成額の上限を200千円に引き上げる。

ロタウイルス予防接種事業 8,140 平成27年4月1日以降に生まれた乳児を対象に、ロタウィルス予防接種費用を助
成するもの。助成額１回につき7,000円（助成は２回まで）

インフルエンザ予防接種事業 1,911 高校受験を控えた中学３年生を対象に、インフルエンザ予防接種費用を助成する
もの。助成額3,000円（１人１回限り）

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用する事業（主なもの）
※３月２０日の本会議で可決された一般会計補正予算の内訳は次のとおりで、すべて平成２７年度に繰り越して事業を実施します。
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提出された議案とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第10号
平成26年度天童市一般会計補正予算

（第7号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　認
(全会一致)

報第11号
平成26年度天童市一般会計補正予算

（第8号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　認
(全会一致)

議第59号 平成26年度天童市一般会計補正予算
（第9号）

原案可決
（全会一致）

議第60号 平成26年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第4号）

原案可決
（全会一致）

議第61号 平成26年度天童市鍬ノ町土地区画整
理事業特別会計補正予算（第2号）

原案可決
（全会一致）

議第62号 平成26年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第63号 平成26年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第64号 平成26年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第65号 平成26年度天童市水道事業会計補正
予算（第2号）

原案可決
（全会一致）

議第66号 平成26年度天童市民病院事業会計補
正予算（第3号）

原案可決
（全会一致）

議第67号 平成26年度天童市公共下水道事業会
計補正予算（第2号）

原案可決
（全会一致）

議第68号 平成27年度天童市一般会計予算 原案可決
（賛成多数）

議第69号 平成27年度天童市国民健康保険特別
会計予算

原案可決
（全会一致）

議第70号 平成27年度天童市用地買収特別会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第71号 平成27年度天童市財産区特別会計予
算

原案可決
（全会一致）

議第72号 平成27年度天童市介護保険特別会計
予算

原案可決
（賛成多数）

議第73号 平成27年度天童市市民墓地特別会計
予算

原案可決
（全会一致）

議第74号 平成27年度天童市後期高齢者医療特
別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第75号 平成27年度天童市工業団地整備事業
特別会計予算

原案可決
（全会一致）

議第76号 平成27年度天童市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議第77号 平成27年度天童市民病院事業会計予
算

原案可決
（賛成多数）

議第78号 平成27年度天童市公共下水道事業会
計予算

原案可決
（全会一致）

議第79号
地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例
の設定について

原案可決
（全会一致）

議第80号 天童市行政手続条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第81号 天童市教育長の職務に専念する義務
の特例に関する条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第82号 天童市職員の配偶者同行休業に関す
る条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第83号 天童市一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第84号 天童市特別会計条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第６号

天童市議会委員会条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第７号

天童市政治倫理条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果
議第85号 天童市手数料条例の一部改正につい

て
原案可決

（全会一致）

議第86号
天童市子どものための教育・保育給
付に係る利用者負担額に関する条例
の設定について

原案可決
（全会一致）

議第87号 天童市介護保険条例の一部改正につ
いて

原案可決
（賛成多数）

議第88号
天童市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第89号

天童市指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第90号

天童市指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第91号 天童市中小企業振興条例の設定につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第92号 天童市天童北部工業団地企業立地促
進条例の廃止について

原案可決
（全会一致）

議第93号 天童市工場立地法に基づく地域準則
を定める条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第94号 天童市道路占用料条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第95号
天童市地区計画の区域内における建
築物の制限に関する条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議第96号
天童市わくわくランド多目的広場の
設置及び管理に関する条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第97号 天童市いじめ防止対策の推進に関す
る条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第98号 天童市立公民館の設置及び管理に関
する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第99号 天童インター産業団地の分譲地の処
分について

原案可決
（全会一致）

議第100号 芳賀地区調整池整備工事請負契約の
一部変更について

原案可決
（全会一致）

議第101号 天童市監査委員の選任について 同　意
（全会一致）

議第102号 人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

同　意
（全会一致）

議第103号 平成26年度天童市一般会計補正予算
（第10号）

原案可決
（全会一致）

議第104号 平成26年度天童市一般会計補正予算
（第11号）

原案可決
（全会一致）

議第105号 平成26年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第4号）

原案可決
（全会一致）

議第106号 荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて

原案可決
（全会一致）

第８回定例会（2月27日～ 3月20日）〈市長提出議案〉

〈委員会提出議案〉

議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

水
戸　
保

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

小
松
善
雄

清 清 清 無 清 市 政 清 清 市 政 市 政 政 清 共 清 清 清 政 共 無
議第68号 平成27年度天童市一般会計予算 ○○○○○×○○○×○×○○○×○○○○×議
議第72号 平成27年度天童市介護保険特別会計予算 ○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○×議
議第77号 平成27年度天童市民病院事業会計予算 ×○××○○○○○○○×○○○○○○○○○議
議第87号 天童市介護保険条例の一部改正について ○○○○○○○○○○○○○○○×○○○○×議

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致。）

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、政＝政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、無＝会派に属さない議員
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移
行
に
つ
い
て
、
必
要
な
保
育
が

受
け
ら
れ
る
か
、
保
護
者
や
事
業

者
へ
の
周
知
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に

よ
る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
、
総
合
事
業
導
入
は
予
防
給
付

削
減
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
す
り

替
え
で
あ
る
。
要
支
援
の
介
護
は

ず
し
は
問
題
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ

ー
運
行
事
業
は
、
以
前
の
市
営
バ

ス
運
行
経
費
の
１
５
０
０
万
円
で

や
っ
て
き
た
が
、
利
用
者
数
は
半

減
し
、
１
人
当
た
り
経
費
は
倍
に

な
っ
て
い
る
。
抜
本
的
改
善
が
必

要
で
あ
る
。

▼
議
第
72
号
平
成
27
年
度
天
童
市

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　
こ
の
た
び
、
天
童
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
介
護

保
険
料
の
改
定
が
行
わ
れ
た
。

　
低
所
得
者
保
険
料
の
軽
減
と
介

護
保
険
料
階
層
段
階
の
追
加
な
ど

一
定
の
配
慮
は
し
て
い
る
が
、
基

準
月
額
で
は
、
４
３
０
０
円
か
ら

５
４
０
０
円
に
改
定
さ
れ
た
。
よ

っ
て
、
予
算
に
連
動
す
る
も
の
と

し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
は
地
域
住
民
の
負
担
と
す
る
の

で
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
か
ら
納
得
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

子
育
て
未
来
館
管
理
運
営
費
を
は

じ
め
、
中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費

無
料
化
に
要
す
る
経
費
等
、
市
民

の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
に
積
み

上
げ
た
重
要
な
予
算
で
あ
り
、
総

額
２
４
３
億
２
０
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
そ
の
予
算
の
中
に
は
、
義
務
的

経
費
も
含
ま
れ
て
お
り
、
新
年
度

に
入
れ
ば
直
ち
に
執
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
費
用
で
あ
る
。

　

予
算
の
一
部
が
反
対
な
ら
ば
、

法
令
に
諮
り
対
処
す
る
方
法
は
い

く
ら
で
も
あ
る
の
に
、
そ
の
対
応

を
し
な
い
で
、
反
対
討
論
を
行
う

こ
と
は
、
予
算
全
体
に
反
対
で
あ

り
、
成
立
さ
せ
な
い
と
い
う
言
動

で
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
た

こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
が
、
次
の

点
に
異
議
が
あ
る
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

▼
議
第
68
号
平
成
27
年
度
天
童
市

一
般
会
計
予
算

　
予
算
総
額
２
４
３
億
２
０
０
０

万
円
に
つ
い
て
は
99
・
９
㌫
は
同

意
す
る
が
、
た
っ
た
一
点
「
消
防

施
設
整
備
事
業
３
７
４
万
円
」
に

つ
い
て
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な

い
た
め
、
苦
渋
の
判
断
に
て
反
対

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
消
火
栓
用
ホ
ー

ス
格
納
箱
更
新
補
助
制
度
の
創
設

で
あ
る
。
予
算
書
と
同
時
に
配
付

さ
れ
た
概
要
説
明
書
に
は
、「
自

主
防
災
に
必
要
な
消
火
栓
ホ
ー
ス

に
加
え
、
格
納
箱
の
更
新
に
つ
い

て
も
補
助
対
象
と
す
る
。」
と
あ

り
、
ホ
ー
ス
同
様
１
０
０
㌫
補
助

と
な
る
と
信
じ
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
３
分
の
１
補
助
で
３
分
の

討
　
論

　
３
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

予
算
議
案
２
件
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

〈
賛
成
〉
結
城
　
義
巳
議
員

〈
反
対
〉
赤
塚
幸
一
郎
議
員

〈
反
対
〉
石
垣
　
昭
一
議
員

〈
反
対
〉
石
垣
　
昭
一
議
員

監査委員の選任に同意
　現監査委員の奥山吉行氏（交り江一丁目）
が、平成27年３月31日をもって任期満了にな
ることに伴い、再び同氏を選任することに同
意しました。

人権擁護委員の推薦に同意
　現人権擁護委員の井上正信氏（駅西二丁
目）が、平成27年６月30日をもって任期満了
になることに伴い、再び同氏を推薦すること
に同意しました。

天童南部 天童中部 天童北部 成生 蔵増 寺津 津山 田麦野 山口 高擶 長岡 千布 荒谷 その他 合　計
男 21 74 35 49 16 4 28 0 5 25 3 1 4 19 284
女 8 83 3 20 17 2 2 0 0 0 1 1 1 13 151
計 29 157 38 69 33 6 30 0 5 25 4 2 5 32 435

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上 不明 計
人数 190 10 6 24 20 82 53 10 40 435

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 計
視察件数 1 5 7 0 4 3 1 3 2 26
視察人数 7 23 52 0 35 17 3 15 11 163

平成26年度本会議傍聴者数（地区別・年齢別） （延べ人数）

平成26年度行政視察来市状況

１　地区別

２　年齢別
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議会のうごき
■1月
　14日　市長要請総務教育常任委員会（学校給食費の改定

について外）
　19日　広報委員会
　20日～27日　ニュージーランド・マールボロウ市訪問

（議長）
　21日～23日　清新会先進地視察（三浦市、厚木市、東

京）
　26日～27日　政和会先進地視察（行田市、足利市）

■2月
　４日　市長要請各派代表者会、広報委員会
　５日　全国市議会議長会第98回評議員会（議長・副主幹/

東京）
　６日～８日　あばしりオホーツク流氷まつり（経済建設

常任委員長・局長/網走市）
　10日　全国高速自動車道市議会協議会第41回定期総会

（議長・局長補佐/東京）
　12日　市長要請経済建設常任委員会（芳賀地区調整池整

備事業について外）
　16日　市長要請環境福祉常任委員会（第６期天童市介護

保険事業計画（案）について外）

　17日　市長要請全員協議会（平成27年度予算（案）の概
要説明）、市長要請総務教育常任委員会（天童
市教育振興基本計画（案）について外）

　20日　議会運営委員会
　23日　東根市外二市一町共立衛生処理組合議会定例会
　27日　市長要請全員協議会（地方創生に係る事業の取組

状況について）、広報委員会
　27日～3月20日　第8回市議会定例会
■3月
　3日　議会運営委員会
　9日　市長要請環境福祉常任委員会（介護施設整備の公

募結果について外）
　10日　市長要請経済建設常任委員会（新水道ビジョン

（案）について外）
　18日　市長要請全員協議会（地域住民生活等緊急支援の

ための交付金に係る事業について）
　19日　議会運営委員会
　20日　広報委員会

■4月
　9日　広報委員会
　15日　広報委員会
　23日　市議会臨時会

東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
２
月
23
日
、
東
根
市
外
二
市
一

町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
予
算
な
ど

の
審
議
が
行
わ
れ
、採
択
の
結
果
、

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
基
本
方
針

　
地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
が

深
刻
化
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成

に
向
け
た
取
り
組
み
が
各
分
野
で

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
行
政
の
一
翼
を
担
う
当
組

合
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と

な
り
事
業
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

も
年
々
高
度
・
多
様
化
し
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
が
、
常
に
住
民

の
目
線
に
立
ち
、
コ
ス
ト
意
識
と

生
産
性
の
高
い
組
織
づ
く
り
を
念

頭
に
置
い
た
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
と
「
環
境
に
配
慮
し
た
廃

棄
物
処
理
行
政
の
確
立
」
を
基
本

と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
の

款 本年度予算額 摘　　要
1償還交付税 69,305
2使用料及び手数料 792,531 し尿処理、ごみ処理手数料等
3国庫補助金 482
4財産収入 43,294 ごみ直接収入等
5繰越金 30,000
6諸収入 10,196 リサイクルセンター電気料等
7繰入金 56,109
8組合債 88,700 一般廃棄物処理事業債
9市町負担金 928,641

歳入合計 2,019,258

款 本年度予算額 摘　　要
1議会費 1,478
2総務費 326,121 職員給与費、手数料徴

収費等
3事業費 1,434,867 し尿収集・処理費、ご

み収集・処理費
4公債費 250,792
5予備費 6,000

歳出合計 2,019,258

市町名 予算額（単位：千円） 比　　較
Ｈ27年度 Ｈ26年度 前年比（千円） 増減率（％）

天童市 351,375 373,646 △22,271 △5.96
東根市 294,539 311,997 △17,458 △5.60
村山市 152,352 158,024 △5,672 △3.59
河北町 130,375 135,609 △5,234 △3.86
合計 928,641 979,276 △50,635 △5.17

平成27年度組合予算

平成27年度各市町負担金（概算額）

歳入

歳出

（単位：千円）

（単位：千円）

し
尿
及
び
ご
み
処
理
手
数
料
の
値

上
げ
な
ど
に
よ
り
、
住
民
に
掛
か

る
負
担
も
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
の
経
常
経
費
節
減

を
図
る
た
め
、
効
率
的
・
計
画
的

な
事
業
を
展
開
し
、
緊
急
性
や
必

要
性
に
応
じ
た
事
業
の
選
択
を
行

い
、
処
理
手
数
料
や
有
価
物
の
売

却
益
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
健
全
財
政
の
堅
持
と
住
民
の

信
頼
に
応
え
ら
れ
る
安
心
で
安
定

し
た
組
合
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
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政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る

た
め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

天
童
市
が
議
員
に
交
付
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
会

派
（
無
会
派
を
含
む
。）
に
対
し
、

所
属
議
員
１
人
当
た
り
月
１
万
３

０
０
０
円
（
年
額
15
万
６
０
０
０

円
）
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
政
務

活
動
費
は
、
条
例
の
ほ
か
規
則
や

要
領
に
基
づ
い
て
、
調
査
研
究
費
、

研
修
費
、
資
料
作
成
費
や
資
料
購

入
費
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
交
付
を
受
け
た
会
派
は
、
年
度

終
了
後
４
月
10
日
ま
で
に
報
告
書

を
提
出
し
、
不
用
額
に
つ
い
て
は

返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
自
治
法
で
、
議
長

は
政
務
活
動
費
の
使
途
の
透
明
性

の
確
保
に
努
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、

天
童
市
議
会
で
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
議
会
だ
よ
り
に
お
い
て
、
収

支
報
告
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
収
支
報
告
の
内

容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◆平成26年度政務活動費

◆資料作成費の内容 ◆資料購入費の内容

◆調査研究費、研修費の内容（先進地視察、研修会参加など）

※会派人数は、平成26年４月１日現在の人数。

（●：調査研究費、■：研修費）

政　
務　
活　
動　
費　
の　
報　
告

特　
集

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

項　　　目（円） 返還額
（円）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 合計

清　新　会 10 1,560,000 1,397,710 135,000 18,711 1,551,421 8,579
政　和　会 5 780,000 668,017 463 668,480 111,520
市民クラブ 3 468,000 366,150 11,514 52,317 429,981 38,019
日本共産党天童市議団 2 312,000 0 312,000
小松　善雄 1 156,000 0 156,000
茂木　孝雄 1 156,000 133,140 90,300 223,440 0
合　計 22 3,432,000 2,065,727 634,290 30,688 142,617 2,873,322 626,118

清　新　会 コピー代、消耗品代
政　和　会 コピー代
市民クラブ コピー代、消耗品代

市民クラブ 書籍年間購読、書籍購入（３冊）
茂木　孝雄 書籍年間購読

会派 月　日 参加人数 目的地 内　　　　　　容

清
新
会

10月22日
～24日 10

高知県馬路村 ●柚子で村おこし（第６次産業化）について
香川県宇多津町 ●いじめ防止条例について
岡山県総社市 ●総社市中小企業振興基本条例について

1月21日
～23日 9

神奈川県三浦市 ●市民病院の経営改革について
東京都 ■地方議員研究会セミナー （人口減少社会の地方自治財政）
神奈川県厚木市 ●シティセールスの取り組みについて

政
和
会

7月2日
～4日 5

北海道網走市 ●観光振興計画、物産交流事業の今後の取組み
北海道雨竜町 ●ウッドスタート事業の概要と今後の取組み

北海道滝川市 ●�賑わいのある中心市街地の活性化・物産振興、地産地
消事業の取組み

11月4日
～5日 5 神奈川県相模原市 ●いじめ防止基本条例について

東京都国分寺市他 ●認知症対策について　●東京おもちゃ美術館
1月26日

～27日 5 埼玉県行田市 ●小学校からの英語教育の取り組みについて
栃木県足利市 ●観光振興対策（滞留型観光）について

市
民
ク
ラ
ブ

7月24日
～25日 3 京都市 ■�第11回地方議会議員研修会（人口減少のなかで活力あ

るまちづくりを考える）
10月6日 1 仙台市 ■地方議会議員セミナー（地方議会と議員の役割・課題）
10月21日 2 東京都 ■第10回地域医療政策セミナー

茂
木
孝
雄

7月14日
～15日 1 東京都 ■地方議会議員セミナー（地域医療問題を考えるin東京）

10月6日 １ 仙台市 ■地方議会議員セミナー（地方議会と議員の役割・課題）
10月21日 １ 東京都 ■第10回地域医療政策セミナー
2月6～7日 １ 東京都 ■地域医療再生セミナー in東京、第40回都市問題公開講座
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桜
前
線
も
北
上
し
、
時
が
経

つ
の
も
早
い
も
の
で
、
５
月
の

連
休
が
目
の
前
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
・
新
社
会
人
に
と
っ
て
、

あ
っ
と
い
う
間
の
１
か
月
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
も
始
動
し
、
地

方
創
生
に
向
け
、
全
庁
上
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
期
待

す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
今
回
よ
り
、

一
般
質
問
の
紙
面
が
変
わ
り
ま

し
た
。
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　
今
後
も
、
市
民
の
手
に
取
っ

て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
武
田　
正
二

　
副
委
員
長　
水
戸　
芳
美

　
委

員　
伊
藤　
和
子

　

〃
　
後
藤　
和
信

　

〃
　
山
口　
桂
子

　

〃
　
狩
野　
佳
和

編
集
後
記

６月定例会の日程 （予定）

６月2日(火) 本会議（初日）

　　5日(金) 本会議（一般質問）

　　8日(月) 本会議（一般質問）

　　9日(火) 常任委員会

　　10日(水) 常任委員会

　　11日(木) 予算特別委員会

　　12日(金) 予算特別委員会

　　19日(金) 本会議（最終日）

※請願の締め切りは、 ５月25日（月）
　正午までの予定です。
※日程は変更になる場合がありま

す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

　
今
回
、
大
学
の
春
休
み
を
利

用
し
て
市
議
会
議
員
の
方
に
帯

同
す
る
機
会
を
得
て
、
市
議
会

を
初
め
て
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
地
方
か
ら
の
人
口

流
出
や
人
口
減
少
が
叫

ば
れ
る
中
で
、
地
方
地

域
が
ど
の
よ
う
な
政
策

を
打
ち
出
し
、
地
方
を

ど
う
活
性
化
し
て
い
く

の
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
で

も「
地
方
創
生
」が
唱
え

ら
れ
、
そ
の
方
針
を
受

け
て
各
地
方
自
治
体
が
そ
の
特

色
を
ど
の
よ
う
に
出
し
て
い
く

の
か
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
開
か

れ
た
市
議
会
で
は
、
子
育
て
支

援
や
介
護
福
祉
、
ま
た
、
今
話

題
の
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
、
多

岐
の
分
野
に
わ
た
り
地
方
創
生

策
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
関
心
を
持
っ
た

施
策
が
、
青
年
就
農
給
付
金
制

度
で
す
。
農
業
推
進
や
若
者
が

地
域
で
働
く
き
っ
か
け
を
作
り

出
す
た
め
の
政
策
と
し
て
、
大

変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
将
来
は
地
元
で
働

き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
が
、
雇
用
状
況
な
ど
か
ら
、

な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地

域
に
若
者
が
戻
る
た
め

の
契
機
や
受
け
皿
が
存

在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
方
の
振
興
に
も
繋
が

る
の
で
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
議
会
の
開
会
中
に
は

地
域
の
様
々
な
方
が
傍

聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
議
会
で
出
さ
れ
た
一
つ

一
つ
に
深
く
頷
か
れ
る
地
域
の

方
の
姿
を
見
て
、
私
も
こ
の
よ

う
に
関
心
を
持
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
結
び
に
、
日
頃
よ
り
市
政
の

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
市
議
会
議
員
の
皆
様
や

市
役
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

浅井裕美子（20歳・糠塚）

「地方創生」
推進のために

　今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

請願・陳情の結果

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

市道認定に関する請願
寺津地区振興会議
会　長　高橋　　孝
　　　　　　他9名

経済
建設

採　　択
（全会一致）

防災機能を備えた公園整備に
関する請願

寄的町内会
会　長　平沢　信吉
　　　　　　他3名

経済
建設

採　　択
（全会一致）
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※　成生地区は、成生分館で行います。
※　田麦野地区は、山口地区と合同で市立山口公民館で行います。

　議会の活動状況や議会で特に議論になった話題などについて報告するとともに、地域の課題に
ついて意見交換を行います。ぜひ、ご参加ください。

【各市立公民館で午後７時から行います。】

　前回（平成26年11月に開催）の議会報告・意見交換会において、市民の皆様から出された市政に対す
る意見・要望等については、アンケートに記載されていた項目も含めて、全て市長に文書で伝えました。
その中で、必要に応じて各常任委員会で調査した項目については、今回の議会報告・意見交換会で報告
します。

５月19日（火）　蔵　　増
５月20日（水）　天童北部
５月21日（木）　成　　生

５月19日（火）　天童南部
５月20日（水）　津　　山
５月21日（木）　荒　　谷

成生分館での開催、間違わないで
来てください

３班は６名でおじゃまします
女性の参加を待ってます

新しい寺津公民館での開催が楽しみです

高擶地区はいつもたくさん
参加していただき嬉しいです

５月18日（月）　天童中部
５月19日（火）　寺　　津
５月20日（水）　山口・田麦野

５月19日（火）　長　　岡
５月20日（水）　高　　擶
５月21日（木）　干　　布

水戸　芳美
村山　俊雄
松田　光也
矢萩　武昭
淺井　健一

茂木　孝雄
山口　桂子
海鋒　孝志
木村　竹虎
鈴木　照一
伊藤　和子

遠藤　敬知
狩野　佳和
結城　義巳
山崎　　諭
伊藤　護國

武田　正二
赤塚幸一郎
後藤　和信
石垣　昭一
水戸　　保

１　班

３　班

２　班

４　班

議会報告・意見交換会を開催します。

これまでどんな
質問がありましたか？

お気軽にご参加ください
待ってます

・�独身の方々の出会いの場や機会
をつくって欲しい
・AEDをもっと身近に設置したい
・�倉津川のしだれ桜が下流までで
きればなぁ　　　　　などなど

いってみらんなねね

んだな、いがんなね


